
by the power of Satan.” As Jesus 
confessed that he did not drive out 
demons through the Holy Spirit, he is 
the son of Satan. Therefore, Christianity 
is the religion of Satan. 

If one receives the Holy Dew 

Spirit, they can achieve immortality

John 3:5 writes “One can be saved 
by being reborn as the Holy Spirit.” To 
put it simply, a man must overcome the 
awareness of me and the Spirit of the 
Victorious God must be the awareness 
of me to be saved. Today, when the 
Victor Christ leads the service, the Holy 
Dew  Spirit comes out of his face and 
body. And the Nirvana Sutra says that 
the man who radiates the Sweet Dew 
is the Maitreya Buddha, if one receives 
the Sweet Dew, they cannot die.

 The blood and fire and pillars of 
smoke in the Bible mean the Holy 
Dew Spirit. If one receives the Holy 
Dew Spirit, they cannot die according 
to the Buddhist Scriptures and 
Gyeokamyourok, a Korean prophetic 
book with 100% accuracy. Therefore, 
one should come to the Victory Altar 
where the Victor Christ lives and 
receive the Holy Dew Spirit in order to 
live forever.*       

Translation: Angela Kim

(This man refers to the Victor Christ 
of  the Victory Altar.)

The Bible’s cause is written in the 
passage of John 5:39,  “You diligently 
study the Scriptures because you think 
that by them you possess eternal life.” 
This means the reason one studies the 
Bible is that the way of eternal life is in the 
Bible. The aim of the Bible is immortality. 
Because God is immortal God, the word 
of God is written in the Bible.

The Bible says that the Trinity, God, 
Adam, and Eve, lived in the Garden of 
Eden.  The Garden of Eden is heaven. As 
heaven is the kingdom of God, it is the 
immortal kingdom. Therefore, those who 
achieve immortality can live in heaven, if 
one is not an immortal God, they cannot 
go to heaven. But God lost his kingdom.

Just Satan destroyed the kingdom of 
God. Satan has locked the Spirit of God, 
their controlling spirit, in the God of 
Adam and Eve in the spiritual prison of 
Satan, and Satan became their controlling 
spirit, that incident is recorded as eating 
the Forbidden Fruit in the Bible. The 
Forbidden Fruit is the spirit of Satan, the 
spirit of death. 

The Holy Dew Spirit is a biotron, 

a substance of life that destroys 

noxitron, the death material.

The Bible says that by eating the 
Forbidden Fruit, the God of Adam 
and God died. The Bible says that all 
the words of the Bible are spiritual. 
Spiritual words is spirit. The Forbidden 
Fruit is spirit, which is the killing spirit. 
In English word, that is noxitron. On the 
other hand, it is the Life Fruit, which is 
called biotron.

There’s a biotron in every living thing. 
Not just humans, but living grasses and 
living trees have biotron. So animals are 
also living by biotron, and they’re killed 
by noxitron. As God could not sustain 
life, he created the biotron, the Spirit of 
Victory to defeat noxitron. This man is 
the man who has the spirit which can 
annihilate noxitron. So he radiates the 
Holy Dew Spirit. The Holy Dew Spirit 
is the Spirit of Life, which can destroy 
noxitron, Satan.

Because This man has biotron that 
can destroy Satan, he can emit the Holy 
Dew Spirit. Joel 2:29-30 has a passage    

“Even on my servants, both men and 
women, I will pour out my Spirit in the 
end of times, blood and fire and pillars 
of smoke.” It means that the Holy Dew 
Spirit falls in end of times. In the Victory 
Altar, the Holy Dew Spirit, The Deity 
Holy Ghost has fallen as the color of 
blood, to the color of fire, and now the 
same color of the smoke like a cloud. 

But it is not seen in people’s eyes.
As man’s controlling spirit is Satan, 

the Holy Dew Spirit is not seen. 
However, the reason that camera can 
take the picture of the Holy Dew Spirit 
is that the camera lens does not have 
sin. Because of such lens, the Holy Dew 
Spirit is taken. 

If Victor Christ appears, Satan was 
supposed to lose his power. So God has 
waited for Victor earnestly. According 
to Revelation12:5, “ a woman clothed 
with the sun will give birth to a son, 
he will rule all the nations with an 
iron scepter.” Also in accordance with 
Revelation2: 26, “the Victor will govern 

Jesus is not the son of God.
According to Matthew 3:17, when 

John baptized Jesus by the Jordan, a 
voice from heaven said, “This is my 
Son, whom I love; with him I am well 
pleased.” 

   The Baptist John knowing that God 
is in the sky misunderstood that voice as 
God’s, thinking Jesus as the son of God 
and shouted that the son of God came to 
the world. So at that time all those who 
followed John the Baptist believed in 
Jesus,

 As Many Jews said that Jesus was 
crazy and drove him out of the Jewish 
nation,  today, nobody believes in Jesus 
in Israel. So Jesus went to Rome to 
spread the doctrine and said himself as 
the Savior, as foreigners did not know 
the Bible, they came to think of Jesus as 
the Savior. 

Jesus cured a madman by the 

power of Satan in accordance with 

(Matthew12:28)

Jesus healed many crazy people. 
Matthew 12:28 says “if I drive out 
demons by the Spirit of God, then the 
kingdom of God has come upon you.” 
In that word, there is a meaning, “the 
kingdom of heaven does not come to 
you is not that he cast out demons by 
the Holy Spirit, but he cast out demon 

all nations with an iron scepter, asl I will 
give him the morning star.” 

The iron scepter is the word of the 
Victor. The victor’s word is breaking 
all Satan’s false words. The people of 
Satan do not know what the Forbidden 
Fruit is.

Christians don’t know that Jesus 
did not know the Bible. So the Victor 
Christ with the iron scepter is destroying 
Satan’s theory. Today, Christianity is 
like a house standing on sand, and it’s 
supposed to collapse.

Christianity is like a house built on 

sand(沙上樓閣)
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The Aim of the Bible is Immortality

聖書の大意は永生にある
聖書の大意は　‘あなた方は、 聖書の

中に永遠の命があると思ってしらべて
いるが……’　という句節がヨハネ福
音書5章39節に記されている。  

これは、 永生があるからしらべてい
ることであって、　永生がなければ聖
書を硏究することはないという意味で
ある。　聖書の大意は、　永遠の命·永
生である。　なぜならば、　神樣が永生
の神樣であり、　聖書に神樣の話が記
錄されているからである。

三位一体の神樣の　「神樣とアダム
とイブ」　が、　「エデンの園」　で住ん
だという話が聖書に記錄されている。　

「エデンの園」　は天国をいうのです。　
従って、　天国は神樣の家なので、永生
の家を意味する。

即ち、　永生する存在だけが、　天
国である神の国で生きることであり、　
永生の神でなければ、　神の国、　天国
で生きることが出来ない。　ところが、　
神樣が神樣の家を失ってしまったので
す。

即ち、 魔鬼が神樣の家を破壊したの
です。　魔鬼が、　神樣の心の中にいる
主体霊である神樣の霊を魔鬼獄に閉
じこめて置いて、　魔鬼が主体霊にな
ったことを指して、　「善悪を知る木の
実」を食べたと聖書には記錄されてい
る。
「善悪を知る木の実」　というのは、　

まさに魔鬼の霊であり、　死亡の霊で
す

甘露は死の物質、 　「ノック
シトロン」　を破壊する生
命の物質の 　「バイオトロ
ン」　です。

聖書には　「善悪知る木の実」　を食
べることによってアダムとイブの神樣
が死ぬようになったと記錄されてい
る。　聖書の言葉は全て霊的な言葉で
あると聖書に記錄されている。

霊的な話だから、　霊なのです。　

「善悪知る木の実」　は霊であるが、　
殺す霊であるという話です。　英語で
いえば　「ノックシトロン」　というの
です。

だが、　生かす霊は　「生命の木の
実」　であり、 「バイオトロン」　である
というので、 　聖書上の　「善悪知る
木の実」　は現代科学では　「ノックシ
トロン」　、　「生命の木の実」　はバイ
オトロンである。
「バイオトロン」　というのが全て

の生命体の中にある。　人だけにある
ものではなく、　生きている草とか、 　
生きている木の中にも　「バイオトロ
ン」　がある。

だから、　動物も　「バイオトロン」　
によって生命が存在するようになり、　

「ノックシトロン」　によって死ぬこと
になります。

今日、　神樣は　「ノックシトロン」　
の為に、 　生命を長く維持すること
が出来ないので、　「ノックシトロン」　
に勝つことが出来る勝利の生命の霊で
ある　「バイオトロン」　を作ったので
す。

甘露は死の物質である　「ノックシ
トロン」　を破壊する生命の物質、　即
ち、　 「バイオトロン」の別の名前であ
る。

　勝利者が出れば、　魔鬼は力を尽
くすことが出来なくなる。

だから、　人類は勝利者が現れるの
を指折り数えて待ったのです。　「太陽
を着た女は男の子を産んだが、 　彼は
鉄のつえをもって全ての国民を治める
べき者である」　という錄節が默示錄
12章5節に記錄されている。　默示錄2
章26節にも全く同じ句節が記錄されて
いる。　‘ 勝利を得る者、　私の業を最
後まで持ち続けるものに諸国民を支配
する権威を授ける。 彼は鉄の杖を持っ
て、　ちょうど土の器を碎くように彼
らを治めるであろう。　わたしはまた、 
彼に明けの明星を与える’　鉄のつえ
とは勝利者のみ言葉です。　勝利者の

お話は、 まさに偽りだけを並べる魔鬼
の理錄を全て壊しているのです。

人びとは　「善悪知る木の実」　が何
であるかを知らない。 イエスが聖書も
知らない無識な人であるということを
キリスト教徒は知らずにいるのです。
だから鉄のつえをもっている勝利者
が余地なくその魔鬼の理錄をすっかり
壊してしまっている。 今日のキリスト
教は砂の上に建てている家と同じなの
で、　結局は崩れるようになっている
のです。

キリスト教は砂の上に建て

ている家と等しい

イエスという人は基本的に神樣の息
子ではない。 マタイ福音書3章17節に、　
イエスがバプテスマを受ける時、　「こ
れはわたしの愛する子、 わたしの心に
かなう者である 」　という声が天空か
ら聞こえたと記錄されている。

天空には神樣がおいでになると思っ
ていたヨハネが、　神樣の声だと錯覚
してイエスを神樣の息子であるとい
い、 　神樣の子がこの世においでにな
ったと叫ぶようになったのです。

だから、　当時、 ヨハネに従って行
き交う群れ人の全てがイエスを信じる
ようになったが、 多くのユダヤ人たち
はイエスを狂気の人といって、　ユダ
ヤの国から追い出したために、　今日、　
イスラエルではイエスを信じるキリス
ト教徒がいないのです。

イエスの教えはロ－マに渡って教理
が伝わるようになったが、　イエス自
身が救い主であると語れ、 聖書を知ら
ない外国人は本物の救い主であると考
えたのです。

イエスは魔鬼の力で精神分
裂症を治した

イエスは魔鬼の力で多くの人達の病
を治した。

マタイ福音書12章28節に　「わたし
が神の霊によって悪霊を追い出してい
るのなら、　神の国はすでにあなたが
たのところに来たのである」　と、 イ
エスは言っている。

即ち、 あなた方に天国が臨まないの
は私が聖霊の力を得て魔鬼を追い出し
たのではなく、　魔鬼の力を借りて魔
鬼を追い出したのだから、　天国は臨
まなかったという反対の意味もあるの
です。

イエス自身が、　聖霊によって魔鬼
を追い出したのではないと自白して
いるから、 イエスは神樣の息子ではな
く、  魔鬼の息子です。　だから、 キリス
ト教はまさに魔鬼の宗教に過ぎないの
です。

甘露を受ければ永遠なる生
命、　永生を受ける

ヨハネ福音書3章5節に　「だれでも、 
水と霊とから生れなければ、 神の国に
はいることはできない」　と記錄され
ている。 これは、 人がまさに　「私と言
う意識」　「我相」　に勝って勝利の神
樣の霊が、 私という主体意識になって
こそ救いを得るという意味です。今日、
勝利者·救い主が礼拝を導くと、　勝利
者·救い主の顔から甘露が出、 体からも
甘露が出る。
これは、 仏典に甘錄を降ろす者が、 即
ち、 生弥勒仏であり、　甘錄を食べれ
ば死なないと書かれていることと同じ
なのです。　血と火と煙は錄を意味す
るのです。　だから、　甘露を受けてこ
そ死なないようになる。 これが、 仏典
や格庵遺錄にも記錄されている。 だか
ら、 死にたくないなら勝利祭壇に每日
出て、 甘露の恩惠を受けなければなら
ない。*

飜譯 尹惠信 勝師

監修 藤田多恵子 勝師

「わたしが神の霊によって悪霊を追い出しているのなら、 神の国はすでにあなたがたのところに来たのである」　マタイ福音
書12章28節の記錄はイエスが聖霊を受けなかったことを自認している。
ヨハネ福音書3章5節に　「誰でも、　水と霊から生まれなければ神の国に入ることはできない」　と記錄されている。　この言
葉は、　あなたがたが　「私という意識」　に勝った神樣の靈が、「私という主体意識」　になってこそ救いを得るという意味
です。ヨエル書2章に29∼30節には　「その日, 私はまた、我が霊をしもべ、 はしために注ぐ。私はまた、　天と地にしるしを
示す。即ち、　血と、　火と、　煙の柱があるであろう。」　という句節がある。 血と、　火と、　煙の柱とは甘露をいう。　
甘露を受けると永生体に変わる。

The recording of Matthew 12:28, “If I drive out demons by the Spirit of God, then the kingdom of God has come upon you” 
is an admission that Jesus did not receive the Holy Spirit.


